














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(６ (７ (５ (8) 4）（３）［２ 川シ、。【巨目冒巾の。、号の飼。『回】」安口庁冨。ご◎一．日８－宮、二目［の。【の門田［ロー薗冒ロロユ】『⑩］色目』ごシミ図自詫旦ｏ鳥》．（図冒
匹葛暮ごＣＣＳ巴。なお、同書の初期の諸版の概要に関しては、石田・泉・曽野・寺田『人類学』、東大出版会、一九六一年（一
出葛暮「９．宣廻・
○六頁）による。
大粭近達「物質文化研究の方法論的考察」『日本民族学会第十二回研究大会発表要旨』一一○’二一一頁。一九七一一一年。
『物質文化』、二○号、五四頁、一九七二年。物質文化研究会。
岡正雄「民具について」、日本柑民文化研究所編『日本の民具』（角川轡店、’九五八年）所収。ハ中村たかを編『民具』、現
代のエスプリ八四号、一九七四年に再録。ｖ
これらの議論は、進化主義者によるものではないが、シュミット／コヅバース「民族と文化』（大野俊一訳、河出掛房新社、
’九七○年、下巻九二－九九頁）にもみられる。
ホーペルは、いわゆる「文化圏説」は一九四○年ころを最後に、人類学の理論や方法の発展にはほとんど影響を残さずに第二
次大戦とともに消滅したとのべているが（向・Ｐ■・の房］・匹貿青８（冒巴．ｚの乏邑・『塚』のｇ》田・臼⑪。）、これはいいすぎであ
ろう・北原真知子・永田脩一「歴史民族学現今の動向」、『民族学研究』二一一一巻、一九五九年。大林太良「歴史民族学の現状
と課題」、『東洋文化研究所紀要』二○、一九六○年。大林太良・山田隆治「歴史民族学」、『日本民族学の回顧と展望』、
と課題」、『東
一九六四年、他
宮
本
常
一
「
民
具
褐）に再録。Ｖ
『被服文化』誌（のちに『服装文化』と改題）の一二七号（’九七一年）以来、一四四号三九七四年）まで四年間一八回にわ
たって迎救された荻村昭典氏「服装社会学入門」は、服装文化研究に、人類学や心理学ともかかわる新しい視点を導入した。
「民具学提唱」、近畿民俗学会編『沢田四郎博士記念民族学読ま』、一九七二年所収。ハ中村たかを編『民具』（前
他参照。
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⑩ (９ 社会学からの発言としても、参考とすべき論文であるといえよう。
現にこうした視点から一一－’一一の新しい方向性をもった具体的な提言が石毛直道氏などからもなされている（「物質文化とフィ
ールドワーク」、梅榑忠夫編『人類学のすすめ』筑摩瞥房、’九七四年所収）・この中には、衣服（ないしは服装文化）研究
に直接かかわる問題もみられ、示唆されるところが大きい。ただし、衣服の名称体系からみちびき出される議論は、民族が
「意味世界」をどのように言語というサインによって切るかという、一定民族の「範畷化」作業を通じての価値判断の問題で
あって、それはいわば民族の文化認識方法ないしは価値概念体系、ひいては広義の世界観の問題でもあるといえる・氏のいう
「民族分類学」の命名は、誤解をまねくおそれがあろう・
本稿の母体となった草稿は、かって『服装文化」誌の要舗によって成った一○枚程度のきわめて短いものであるが、同誌一四
○号（’九七一一一年）に掲載されたものは、もとの草稿のさらに五分の一程度しか跡をとどめず、あとは編築者による、事実に
も反する加筆が多々なされたものであったために、次号（一四一号）で編集部告によって同小論を完全削除せしめた。本稿は
それにかわるものとして、このたび全面的に手を加え、現在の形に書き下しなおしたものである。
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